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1．は じ め に
1．1．教師力
平成 24 年 8 月 28 日の中央教育審議会答申「教職生
活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上策に
ついて」では、これからの教員に求められる資質能
力として、（ⅰ）教職に対する責任感、探究力、教職
生活全体を通じて自主的に学び続ける力、（ⅱ）専門
職としての高度な知識・技能、（ⅲ）総合的な人間力、
をあげている。
本研究では、この資質能力を具体化し、「学習指導、
学級経営、生徒指導や進路指導、学校運営への参画、
保護者との協働、学校外組織や関係機関との連携など、
学校に勤務する教員に求められる能力」とする。さら
に、これら教員の実務能力を教師力という。
学生はかつて小中高等学校に在籍し、児童生徒とし
て学校を見ている。しかし、それは学校の一側面であ
る。教員をめざす学生は、教育実習や学校インターン
シップで教員の実務を実習として体験する。しかし、
問題行動の指導や保護者との対応、長期間に及ぶ学級
経営を体験することができない。このように、学生は、
教師力とは如何なるものかを知る機会、体験する機会
はたいへん限られているのである。
1．2．ケースメソッド
ケースメソッドとは、社会生活やビジネスの場にお
いて生起したケース、あるいは生起する可能性がある
ケースを用いて、受講者に実務能力を育成する教育方
法である。ケースメソッドは、1930 年代にハーバード・
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ビジネス・スクールで開発され、その後、日本の経営
大学院などにも広まった（竹内　2010）が、近年、大
学での教員養成や現職教員の研修にも導入されるよう
になってきた。
安藤（2009）は、学校ケースメソッドを、「参加者
が学校問題にかかわるケースの使用を通じて、なすこ
とによって学び、他人に教えることによって学ぶこと
ができるようになる討論に基づく学習方法論」と定義
し、その必要性について述べた。岡田、竹鼻（2011）
は、ケースメソッド教育の優れた点として、参加者の
興味を引き出せる、実践場面でのイメージがふくらむ、
実践に応用する技能を育成できる、将来起こり得る事
象に対して準備ができる、参加者の多様な価値観によ
り啓発される、をあげた。川野（2013）は、特別活動
と道徳教育に関わるケースメソッド授業を分析した結
果、学生にとっては「意欲をもって主体的に取り組め
る授業」であり、教員にとっては「学生の学びを育て
る有効な教育方法」であると述べている。赤井他（2013）
は、ケースメソッドによる授業が、学生が思い描く学
校の典型と学校の舞台裏の隔たりを埋めるように働く
と論じた。また、赤井・柴本（2014）は、123 のケー
ス教材から成る小中高等学校一般教諭（1）に教師力を
育むケースメソッドを開発した。
1．3．ケースメソッド授業
本研究において、ケースとは、受講者に提示する文
章のこと、ケース教材とは、ケース、解説、基本認識、
参考文献から成る一組の教材のこと、ケースメソッド
授業とは、ケース教材を用いた授業のこと、ケースメ
ソッドとは、ケースを用いて行う一連の教育方法のこ
とをいう。
大学におけるケースメソッド授業は、次のような流
れで行う。
（1）受講者へのケースの提示
事前に（1 週間程度前）、受講者にケースを提示する。
このケースには、受講者の立場、関係する人、ケース
生起の状況が記述されている。
（2）ケースに対する最適解 （2）の構築
受講者は、ケースから課題に気づき、課題を解釈す
る。不明な点や関連事項を徹底的に調べ、根拠をもっ
て判断し、現在の自分の立場や能力を加味し、ケース
に対する対応、考えを決定する。これが最適解の構築
である。このとき受講者が導く最適解は、自分が当事
者としてケースに直面したものでなければならず、責
任を回避した解、評論家的な解、傍観者的な解は、振
り返り時に指摘を受ける。
（3）発表者（受講者代表）が最適解を発表
事前に指名された発表者が、自分の最適解を発表す
る。最適解までの判断の積み重ねや、それぞれの判断
の根拠を述べ、その正当性を主張する。
（4）受講者全員での討議
最初に、発表者が他の受講者からの質問や反論を受
ける。ここでは、発表者と複数の受講者のせめぎ合い
が続けられ、発表者の最適解が揺さぶられる。この過
程で発表者と受講者は、ケースに含まれる課題とそれ
に対するさまざまな視点、解釈があることを知る。
（5）ファシリテーター （3）を加えての考察
ファシリテーターが中心となり、討議の内容の振り
返り、補足説明を行う。討議内容が、ファシリテーター
がもつ知識や判断の根拠を超えることもある。ここで
は、受講者全員が課題に対する学びをさらに深める。
1．4．養護教諭、栄養教諭
学校教育法第 37 条には、「小学校には、校長、教頭、
教諭、養護教諭及び事務職員を置かなければならない。
2 小学校には、前項に規定するもののほか、副校長、
主幹教諭、指導教諭、栄養教諭その他必要な職員を置
くことができる。（後略）」（同法第 49 条で中学校に準
用）とある。また同法第 60 条には、「高等学校には、
校長、教頭、教諭及び事務職員を置かなければならな
い。2 高等学校には、前項に規定するもののほか、副
校長、主幹教諭、指導教諭、養護教諭、栄養教諭、養
護助教諭、実習助手、技術職員その他必要な職員を置
くことができる。（後略）」とある。このように養護教
諭は、全小中学校に置かれ、高等学校にも置くことが
できる教員である。またその役割は、同法第 37 条第
12 項には、「養護教諭は、児童の養護をつかさどる。」
（同法 49 条で中学校に準用、同法 62 条で高等学校に
準用）、学校保健安全法第 9 条には、「養護教諭その他
の職員は、相互に連携して、健康相談又は児童生徒等
の健康状態の日常的な観察により、児童生徒等の心身
の状況を把握し、健康上の問題があると認めるときは、
遅滞なく、当該児童生徒等に対して必要な指導を行う
とともに、必要に応じ、その保護者に対して必要な助
言を行うものとする。」とある。さらに、現代的健康
課題を抱える子供たちへの支援（文部科学省　2017）
には、「養護教諭は、児童生徒の身体的不調の背景に、
いじめや不登校、虐待などの問題が関わっていること
等のサインにいち早く気付くことができる立場である
ことから、児童生徒の健康相談において重要な役割を
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担っている。さらに、教諭とは異なる専門性に基づき、
（中略）健康面の指導だけでなく、生徒指導面でも大
きな役割を担っている。」とある。このように養護教
諭は、学校の全児童生徒の健康指導のみでなく生徒指
導をも担う教員である。
一方、学校教育法第 37 条、同法 60 条にあるように、
栄養教諭は、小中高等学校に置くことができる教員で
ある。またその役割は、同法第 37 条第 13 項に、「栄養
教諭は、児童の栄養の指導及び管理をつかさどる。」（同
法 49 条で中学校に準用、同法 62 条で高等学校に準用）、
学校給食法第 10 条には、「栄養教諭は、児童又は生徒
が健全な食生活を自ら営むことができる知識及び態度
を養うため、学校給食において摂取する食品と健康の
保持増進との関係性についての指導、食に関して特別
の配慮を必要とする児童又は生徒に対する個別的な指
導その他の学校給食を活用した食に関する実践的な指
導を行うものとする。（後略）」とある。このように、
栄養教諭は学校の栄養指導と給食指導を担うのであ
る。平成 28 年度の学校給食実施校数（国立、公立、私立）
は、小学校 19,675 校、中学校 10,159 校、義務教育学校
22 校、特別支援学校 1,103 校の計 30,959 校である。こ
れに対して同年度に配置された栄養教諭は 5,765 名で、
学校給食実施校に一人の栄養教諭が配置されていると
考えると、その配置率は 18.6％となる。栄養教諭の配
置人数は、ここ数年、毎年全国で 300 名から 400 名増
加しており、今後もこの傾向は続くと考えられる。
本研究は、このような養護教諭、栄養教諭をめざす
学生に、教師力を育むケースメソッドを開発したもの
である。
2．養護教諭、栄養教諭用ケース教材の開発
養護教諭、栄養教諭用のケースは、実際に学校で
生起した事例を、当該職にある熟達者教職員に提供
していただき、それをもとにケースに成形するとい
う手法で開発した。これらのケースには、教員が気
づかなければならない課題が含まれており、その課
題に対する解説、基本認識、参考文献を付加した。
この一組がケース教材である。またケースには、ケー
スの内容を短文で表した標題を付けている。多数の
ケースがある場合、標題は分類、検索、情報収集に
たいへん有効に作用する。
ケースメソッド授業で受講者に提示するのは、ケー
スのみである。解説、基本認識、参考文献は、ファ
シリテーターのための資料である。また、ケースは、
200 字から 400 字程度の文字で書かれたショートケー
ス（杉本他　2011）とした。ショートケースの妥当性
については、後に考察する。
3．開発したケース
3．1．養護教諭用ケース
養護教諭用ケースの原文は、大阪府北東部にある公
立 H 小学校養護教諭 A 氏、京都府南部にある公立 Y
小学校養護教諭 B 氏から提供していただいた。両氏
とも、養護教諭として 15 年以上の勤務経験がある熟
達者教員で、とくに B 氏は中学校の勤務経験もあった。
A 氏、B 氏には、開発済の一般教諭用ケースをサン
プルとして示し、自身の経験から「養護教諭として
知っておかなければならない実務、困ったこと、不条
理を感じたこと」などを自由に文字にしていただいた。
提出いただいた原文には、ある固有の状況下で生起し
た具体的なケースが記されていた。これをもとに、45
のケースを成形した。これらのケースの標題を、表 1
に示す。
表 1　養護教諭用ケースの標題
［01］全校集会で、男子児童が勢いよく前に転倒した
［児童生徒　危機系］
［02］追いかけごっこをしていた男子児童が親指を深く挫傷
した ［児童生徒　危機系］
［03］縄跳びの練習をしていた男子児童が転倒して額を深く
切った ［児童生徒　危機系］
［04］教室で遊んでいた女子児童が滑って後頭部を強打した
［児童生徒　危機系］
［05］児童が腹痛を訴えて保健室に来たが、「痛い！」と転
がって叫ぶ ［児童生徒　危機系］
［06］児童が別の児童にぶつかられ、転倒して前歯を折った
［児童生徒　危機系］
［07］足が絡まって倒れた児童が足を負傷し、自力歩行がで
きなくなった ［児童生徒　危機系］
［08］業間休み時間に後頭部を打った児童の受傷部位を昼休
みに確認すると、おおきく腫れていた
［児童生徒　危機系］
［09］滑り台の上から落下した児童が、「歩けるが首が痛い。」
と言う ［児童生徒　危機系］
［10］バスケットゴールのローラーが児童の足先をひいた
［児童生徒　危機系］
［11］ぶつかって転倒した児童の右側上肢の骨が変形して
いた ［児童生徒　危機系］
［12］ぶつかって意識がない児童を他の児童が移動させよう
としていた ［児童生徒　危機系］
［13］右目に至近距離からドッジボールが当たった児童が来
室した ［児童生徒　危機系］
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［14］耳にピアス穴を開けている女子児童がいる
［児童生徒　省察系］
［15］視力測定時、ある女の子がみんなの前で、「この子生
まれつき見えへんねんで。」と言った
［児童生徒　省察系］
［16］画鋲が顔に当たったと対応した女子児童が、後日外傷
性白内障と診断された ［児童生徒　省察系］
［17］大騒ぎしている生徒への対応中に、腹痛を訴えた別生
徒を帰したが、その生徒は虫垂炎だった
［児童生徒　省察系］
［18］喧嘩をした二人の話に食い違いがある
［児童生徒　省察系］
［19］保健室の施錠忘れで、誰かが侵入した
［児童生徒　省察系］
［20］下痢症状があった児童と同学級の児童が、下痢と嘔吐
で欠席した ［児童生徒　省察系］
［21］教室のざわざわした雰囲気を嫌い、保健室に居つく男
の子がいる ［児童生徒　混迷系］
［22］ドッジボールのケガで来室する子どもが多く、他の仕
事ができない ［児童生徒　混迷系］
［23］カーテンで閉め切ったベッドから動かない特別支援学
級の子どもがいる ［児童生徒　混迷系］
［24］登校したときは元気に過ごしているが、家ではゲーム
ばかりしている不登校の子どもがいる
［児童生徒　混迷系］
［25］授業中無断で保健室へ来る中学 3 年生が、「先生、寝た
いねん。絵本、読んで。」と言った ［児童生徒　混迷系］
［26］学級に馴染めず、度々保健室に来る女子児童がいる
［児童生徒　混迷系］
［27］私立中学受験予定の児童が、保健室に来て愚痴や文句
を言う ［児童生徒　混迷系］
［28］頭に傷を負って登校した児童に事情を聞くと、「父親
にほうきで叩かれた。」と言った ［保 護 者　危機系］
［29］母親が、「女の子は勉強より料理や掃除を覚えて、早
く結婚すればいい。」という ［保 護 者　省察系］
［30］男子児童が保健室に来て、「父に叩かれるのが嫌だか
ら家に帰りたくない。」と言う ［保 護 者　省察系］
［31］帰宅途中雨に濡れ、夜発熱した男子児童の保護者から
苦情があった ［保 護 者　省察系］
［32］毎日遅刻し、授業中は階段下で立ち尽くしている女の
子がいる ［保 護 者　混迷系］
［33］毎日保健室へ来る児童の家庭が、喧嘩が絶えない家庭
だとわかった ［保 護 者　混迷系］
［34］母親の帰宅が遅く、毎日遅刻してくる女子児童がいる
［保 護 者　混迷系］
［35］不登校傾向の男子児童がいるが、母親は問題だと思っ
ていない ［保 護 者　混迷系］
［36］職員室で仕事をしていると、「養護教諭は保健室にい
るべきだ。」と言われた ［同僚上司　葛藤系］
［37］保健室での体重測定のとき、担任の先生がおらずざわ
ざわしている ［同僚上司　省察系］
［38］無断欠席の子どもの保護者へ連絡しない担任の先生が
いる ［同僚上司　省察系］
［39］子どもが保健室に行きたいというと、すぐに許可を出
す先生がいる ［同僚上司　省察系］
［40］健康診断時、児童指導用プリントを配るが、読まない
担任の先生がいる ［同僚上司　省察系］
［41］具体的な処置を伝えて、子どもを保健室に来させる先
生がいる ［同僚上司　省察系］
［42］不登校気味の子どもが保健室にいるのに、関わろうと
しない先生がいる ［同僚上司　省察系］
［43］保健室で子ども数人と話す時間を取っていたが、「担
任批判の場になるのでやめてほしい。」と言われた
［同僚上司　省察系］
［44］一人職は孤独だな、と思うことがある
［同僚上司　混迷系］
［45］教員、スクールカウンセラー、保護者のつなぎ役とし
てどう動けばいいのか、悩むことがある
［関係機関　混迷系］
3．2．養護教諭用ケース教材
表 1 に示した［14］のケース教材を、表 2 にあげる。
「ケース」には、受講者の立場を明示し、ケースに
関係する人の属性と、生起したケースを記述している。
学校ではさまざまなケースが生起するが、ケースメ
ソッド授業の進行を担うファシリテーターがその分野
に精通しているとは限らない。そのため、「解説」には、
ケースの背景、ケースについての考え方や対応を例示
した。しかし、優れた受講者の最適解は、これを超え
ることがある。「基本認識」には、ケースメソッド授
業の振り返り時に、ファシリテーターが押さえなけれ
ばならない事項を箇条書きで記述した。「参考文献」は、
解説の根拠とした資料である。
表 2　養護教諭用ケース教材の例
［14］耳にピアス穴を開けている女子児童がいる
［ケース］
あなたは、小学校で養護教諭をしています。その学校には、
耳にピアスの穴を開けている 4 年生の女子児童 M がいます。
学校にピアスをしてくることはないのですが、「化膿したか
ら消毒してください。」と連日保健室にやってきます。その
子どもに金属アレルギーの危険性について話をしても、ピ
アスの穴を閉じることはありません。保護者に学校での様
子を伝えても、家庭でのケアは全くされないようです。
［解説］
小学生であっても、ピアス穴を開けていることがある。「学
校外の活動に参加していて、その年長者がピアスを付けてい
たので自分も付けた。」や「保護者がピアスを付けさせた。」
などの場合が多く、「小学生が自らピアスを付けたいと思っ
た。」という場合は稀である。ケースの場合、保護者に学校
での様子を伝えてもケアがされないことを考えると、保護者
が関わっている可能性が高い。小学校の校則や決まりでピア
ス禁止を明文化している学校は少ないが、学校にピアスを付
けてきた場合、多くの小学校では生活指導の対象になる。
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M がピアス穴を開けたのはおそらく学校外であり、ピア
スを付けているのが学校外であるので、化膿に対する治療
はすべて保護者が行うことになる。しかし、M が保健室に
来室し、消毒してほしいと申し出た場合、養護教諭として
は「知りません。」で済ますことはできない。
ピアスによる金属アレルギーは、ピアスの金属部分が汗
などで溶け出しイオン化し、体内の蛋白質と結合するのが
原因である。皮膚の過敏性や汗の多寡は人によるので、数
回の接触でアレルギー反応を起こす場合もあれば、何年も
接触した結果症状が出てくるという場合もある。金属アレ
ルギーなどの接触性皮膚炎は、医療機関で金属溶液をつけ
たシールを腕などに貼り反応を見るパッチテストでその原
因を特定することができる。原因が特定できれば、その金
属との接触を避けることになり、それ以外の対処法はない。
ケースの場合、担任教員と連携して保護者と懇談し、医
療機関への受診を強く勧める必要がある。どうしてもピア
ス穴を開けておく事情がある場合には、プラスチック製な
どの透明ピアスの着用などの方法もある。保護者には、M
の消毒のために他の児童の対応に支障が出ることや、消毒
は保護者の責任で行うことをやんわりと伝える。
［基本認識］
・ピアスを付けているのが学校外であるので、化膿に対する
治療は保護者の責任で行う。
・金属アレルギーは、医療機関でのパッチテストでその原因
を特定することができる。
・担任教員と連携して保護者と懇談し、医療機関への受診を
勧める。
［参考文献］
・澤田雅子　2018　金属アレルギーとはどのようなものか？　
最新 Q ＆ A 教師のための救急百科第 2 版（衛藤隆、田中
哲郎、横田俊一郎、渡辺博編著）　大修館書店　p.328
3．3．栄養教諭用ケース
栄養教諭用ケースの原文は、大阪府北東部にある公
立 T 小学校栄養職員（4）C 氏から提供いただいた。C
氏は、栄養職員として 30 年以上の勤務経験がある熟
達者職員である。
C 氏には、開発済の一般教諭用ケースをサンプル
として示し、自身の経験から「栄養教諭として知っ
ておかなければならない実務、困ったこと、不条理
を感じたこと」などを自由に文字にしていただいた。
提出いただいた原文には、ある固有の状況下で生起
した具体的なケースが記されていた。これをもとに、
20 のケースを成形した。これらのケースの標題を、
表 3 に示す。
表 3　栄養教諭用ケースの標題
［01］カレーが入った食缶を階段でひっくり返した
［児童生徒　危機系］
［02］検食を見て子どもが、「俺にもちょうだい。」と言って
きた ［児童生徒　危機系］
［03］子どもが、パンに何か黒いものが付いていると持って
きた ［児童生徒　危機系］
［04］デザートのヨーグルトに黒いプツプツが混じっている
［児童生徒　危機系］
［05］給食を独り占めする子どもがいる ［児童生徒　省察系］
［06］給食試食会で使用した保護者への給食説明用の掲示物
が破られていた ［児童生徒　省察系］
［07］子どもたちの配食や喫食がたいへん雑な学校へ転勤
した ［児童生徒　混迷系］
［08］アレルギー児童用の給食がまちがって配食された
［同僚上司　危機系］
［09］私の案に反対したのに、後日それを自案のように提案
する先生がいる ［同僚上司　省察系］
［10］献立検討会で原案提案者の栄養教諭がいつも遅刻して
来る ［同僚上司　省察系］
［11］給食の配食中、担任の先生が教卓でテストの採点をし
ていた ［同僚上司　省察系］
［12］子どもが、食べられないおかずを勝手に食缶に戻して
いる ［同僚上司　省察系］
［13］1 年生の給食に出たチーズを半数以上の子どもが残し
ている ［同僚上司　省察系］
［14］給食の味付けが、前任校に比べて濃い
［同僚上司　省察系］
［15］担任の先生がおかずの食器に嘔吐物を入れてもって
きた ［同僚上司　省察系］
［16］何らかのミスで、給食の主食のパンが納入されない
［関係機関　危機系］
［17］調理中、「多くのジャガイモが傷んでいる。」と連絡が
あった ［関係機関　危機系］
［18］栄養教諭が配置されていない近隣校で、栄養指導をす
ることになった ［関係機関　省察系］
［19］給食調理員から、水道の水が濁っていると連絡があった
 ［関係機関　混迷系］
［20］「ドライシステム導入に当たっての手順や留意事項に
ついて意見を聞かせて欲しい。」と連絡があった
［関係機関　混迷系］
3．4．栄養教諭用ケース教材
表 3 に示した［15］のケース教材を、表 4 にあげる。
養護教諭用ケース同様、「ケース」には、受講者の
立場、ケースに関係する人の属性、生起したケース、「解
説」には、ケースの背景、ケースについての考え方や
対応、「基本認識」には、ケースメソッド授業の振り
返り時にファシリテーターが押さえなければならない
事項、「参考文献」には、解説の根拠とした資料をそ
れぞれ記述した。
表 4　栄養教諭用ケース教材の例
［15］担任の先生がおかずの食器に嘔吐物を入れてもってきた
［ケース］
あなたは、小学校で栄養教諭をしています。給食が終わり、
各学級からの食器返却が済んだとき、2 年生の担任の先生が、
「子どもがムカムカすると言って、吐いてしまいました。」と、
おかずの食器に嘔吐物を入れてもってきました。
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［解説］
児童生徒が嘔吐した場合、ノロウィルスやロタウィルス
による感染症の可能性がある。これらの感染症は、食品を
介して感染するだけでなく、乾燥した嘔吐物からウィルス
が舞い上がり、直接人の口から取り込まれ感染する可能性
もある。このような感染を防止するため、「学校給食衛生管
理基準」には、「教職員は、児童生徒の嘔吐物のため汚れた
食器具の消毒を行うなど衛生的に処理し、調理室に返却す
るに当たっては、その旨を明示し、その食器を返却すること。
また、嘔吐物は、調理室には返却しないこと。」とあり、さ
らに「学校給食衛生管理基準の解説」には、その具体的手
順として以下の 3 点が示されている。ケースの 2 年生担任
教員には、これらの認識がなかったと考えられる。
1．嘔吐物等は、適正に処理すること。
2． 嘔吐物で汚れた食器具は、次亜塩素酸ナトリウム溶液で
消毒等を行った後、調理室等へ返却の際は、その旨を明
示して返却すること。
3．嘔吐物は、調理室に持ち込まないこと。
嘔吐物の適正な処理についてであるが、学校では、児童
生徒が嘔吐した場合、嘔吐物処理セット（たとえばノンゲー
ロ（西本薬品株式会社））を用いて処理する。この処理セッ
トは通常、保健室、職員室、各学級の教室、特別教室、体
育館、プールに備えられているが、学校により状況が異な
るので確認の必要がある。これらがすぐに見つからない場
合は、ゴム手袋を着用し、キッチンハイター（花王株式会社）
などの塩素系薬剤で消毒しながら処理する。ノロウィルス、
ロタウィルスはアルコールでは死滅しない。処理した嘔吐
物はビニール袋に密閉し、確実に焼却処分する。また、感
染防止の観点から、けっして児童生徒に処理を手伝わせて
はならない。
食器具の消毒については、「学校給食における食中毒防止
Q ＆ A」に、食器具を「次亜塩素酸ナトリウム水溶液（200ppm）
に食器を浸け置き、5 ～ 10 分放置」その後「食器を取り出
し洗浄」と具体的な手順が示されている。もし、このよう
な作業ができない場合、食器をビニール袋に入れ廃棄処分
にする。
この後、教頭や養護教諭と連絡をとり、万一の事態に備
えることになる。
［基本認識］
・嘔吐物は嘔吐物処理セットを用いて処理する。
・食器具は、次亜塩素酸ナトリウム溶液で消毒、または廃棄
する。
・嘔吐物は、調理室に持ち込んではならない。
［参考文献］
・文部科学省（文部科学省告示第 64 号）　平成 21 年（2009）　
学校給食衛生管理基準　第 3 ／（5）／②配食等／六
・独立行政法人日本スポーツ振興センター学校安全部　平成
23 年（2011）　学校給食衛生管理基準の解説─学校給食に
おける食中毒防止の手引き─　p.18
・独立行政法人日本スポーツ振興センター学校安全部　平成
21 年（2009）　学校給食における食中毒防止 Q ＆ A　p.55
4．考　　　察
開発したケース、ケース教材、ケースメソッド授業
について、複数の視点から考察を加える。
4．1． 養護教諭、栄養教諭の実務の特殊性とケース
メソッドの開発意義
教員の実務は、外部からは見えにくい。授業は教員
の重要な実務であるが、その一部である。
小学校の一般教諭は、通常 40 名の児童の学級担任
になる。中高等学校では、学級担任とともに 150 名
から 250 名ほどの生徒の教科担任になる。一般教諭
は、授業準備や授業、学級経営、生徒指導や進路指
導、保護者との連絡、場合によっては保護者や関係機
関との折衝などの実務に従事する。同時に、校務分掌
では 2 つから 3 つの分掌に所属し、日常的に担当業務
がある。中高等学校においては、ほとんどの一般教諭
が部活動の顧問を担当する。近年は、スポーツ庁や都
道府県教育委員会の抑制指導（朝日新聞 2018/07/01）、
文部科学省の部活動指導員の拡充配置（朝日新聞 
2018/08/27）があるものの、土日祝日の部活動指導、
試合への生徒引率はめずらしいことではない。
一方、養護教諭や栄養教諭は、学級担任や教科担任
にはならないが、その実務は全児童生徒が対象となる。
校務分掌に所属し、一般教諭と同様の業務を担う。さ
らに、一般教諭がほとんど接触することのない医療関
係者や給食関係者などとの連携、校内の保健指導体制
や栄養指導体制の確立維持という実務もある。健康指
導と生徒指導を担う養護教諭、栄養指導と給食指導を
担う栄養教諭、ともにその実務は専門的であり、広範
なのである。
また、養護教諭、栄養教諭は、原則として一人職（5）
である。勤務中に判断に迷うケースに出会っても、同
職の教員に助言を求めることができない。同時に、養
護教諭や栄養教諭を指導助言する立場にある校長や教
頭も、その実務に精通している場合は少ない。そのた
め、養護教諭、栄養教諭には、一般教諭以上に、課題
に気づく感性、知識、判断力、対応力が求められるの
である。
実務の場で、その実行や課題解決を支える知識を実
践知という。また実践知は、暗黙知と形式知の円環か
ら成り立っている。（楠見　2012）暗黙知とは、実務
の経験から獲得される知識、形式知とは書籍や講義か
ら獲得される知識である。優れた実践知形成のために
は、暗黙知の獲得、形式知の獲得とその円環が必要な
のである。実践知、暗黙知、形式知の関係を、図 1 に
示す。
しかしながら、学生の暗黙知獲得は、学生が実務に
従事する機会が限られるため、大きな制限を受ける。
本研究のケースメソッドが対象とするのは、養護教諭、
栄養教諭をめざす学生であるが、学生が実務に就く際
には、暗黙知獲得と形式知獲得の間に大きな不均衡が
生じているのである。このような中、ケースメソッド
は、学生の暗黙知獲得に大きく貢献する。小中高等学
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校ではどのようなケースが多く生起するのか、大学で
学ぶ内容は学校ではどのような見え方をするのか、そ
の時自分はどのように対応すべきなのかと、ケースか
ら課題に気づき、調べ、判断し、対応や考えを決定す
るする経験は、暗黙知の獲得そのものなのである。
このようにケースメソッドは、実務の場で一人職で
あり、しかも実践知形成が強く求められる教員をめざ
す学生に、極めて有効に作用すると考えられる。
4．2．ショートケース
受講者の立場、関係する人、ケース生起の状況を
200 字から 400 字で記述したケースを、ショートケー
スという。
経営大学院などで用いられるケースメソッドの多く
では、そのケースを取り巻く状況や関連する情報が詳
しく記述されている。たとえば、慶應義塾大学ビジネ
ス・スクールで用いられたケースメソッド「花王株式
会社－社内研修取組 2006 －」（竹内、高木　2006）では、
人材開発を担当する中堅社員 I 氏が 10 年目社員研修
を企画するというケースを取り上げている。会社の組
織、人事制度の変遷、研修を企画する上でグループリー
ダーから聞き取った内容などが、会社の組織図、決算
情報、従業員数、給与水準などの図表とともに、13 ペー
ジに亘って記述されている。受講者は、このケースを
読み、I 氏が完成させた研修教材を根拠を示しながら
評価したり、I 氏の研修教材を超える提案をすること
になる。このように、最初に比較的多くの情報が与え
られ、受講者はそれらを取捨選択して自分の提案を構
築するというケースメソッドは、経営方針の決定や企
画の提案、法規の解釈や適用などの実務を担う受講者
には、たいへん有効なものであろう。
一方、学校では、大小さまざまな課題が時間に乗っ
て流れている。教員は、この課題に気づき対峙しなけ
ればならない。これをモデル化して、図 2 に示す。こ
れらの課題は、予期なく現れるものも多く、課題に気
づいたとしても最適解を構築する上での情報がほとん
どないもの、何が課題なのか混沌としているものもあ
る。しかも、課題への対応を間違えると、児童生徒の
安全が脅かされるもの、課題が収束せずさらに大きな
課題となって降りかかってくるものも少なくない。ま
た、課題に対峙する際に、教員にどのような態度が求
められるかは、教員の立場により大きく異なる。同じ
課題に対しても、自分が一般教諭か養護教諭か、初心
者教員か熟達者教員かにより対応は異なるのである。
本研究では、このような状況をケースに成形している。
教員は、短時間で課題を分析し、必要な情報を収集し、
あるいは推察により補い、自分の立場を加味して対応
を決定することになる。
このようなことから、本研究では、養護教諭、栄養
教諭用のケースは、学校でのケースの見え方に準ずる
必要があると考えた。そのためケースの記述事項は、
受講者の立場、関係する人の属性、ケース生起の状況
などの最小限にとどめた。ショートケースの採用は、
このような理由によるものである。
経営大学院などで用いられるケースメソッドと本研
究で開発したケースメソッドは、ケースの性質やケー
スに含まれる情報量、受講者に求める言動が異なるの
である。
4．3．ケースの分類
開発したケースは、いずれも熟達者教職員 A 氏、B
氏、C 氏の長年の経験を成形したものである。それぞ
れは、ある固有の状況下で生起した具体的なケースで
あるが、養護教諭、栄養教諭の実務を如実に反映した
実 践 知 
暗黙知  形式知  
課題
課題  
課題 時間
図 1　実践知、暗黙知、形式知の関係
図 2　時間に乗って流れる課題
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ものということができる。本研究では、養護教諭用ケー
スの 45 ケース、栄養教諭用ケースの 20 ケースを、関
わる人の属性、受講者の心情という二つの視点から分
類した。ケースの分類を表 1、表 3、その集計を表 5、
表 6 に示す。
表 5　養護教諭用ケースの分類集計
危機系 葛藤系 省察系 混迷系
児童生徒 13 7 7
保 護 者 1 3 4
同僚上司 1 7 1
関係機関 1
表 6　栄養教諭用ケースの分類集計
危機系 葛藤系 省察系 混迷系
児童生徒 4 2 1
保 護 者
同僚上司 1 7
関係機関 2 1 2
ケースでは、すべて人との関わりの中で課題が生起
している。関わる人の属性とは、ケースに関わる人が
ケースの教員とどのような関係にある人かというもの
である。児童生徒、保護者、同僚上司、関係機関の 4
つの属性がある。
その割合からは、熟達者教職員がどのような人との
関わりの中で課題を感じているかがわかる。養護教諭
用ケースの 27 ／ 45、栄養教諭用ケースの 7 ／ 20 が、
児童生徒との関わりであった。教員の実務は、日常的
に児童生徒に関わるものであるので、この結果は予想
されたものである。しかし注目されるのは、同僚上司
との関わりである。その割合は、養護教諭用ケースの
9 ／ 45、栄養教諭用ケースの 8 ／ 20 であった。教員
養成課程の授業で、同僚や上司との間で生起するケー
スに触れられることはほとんどない。学校の全教員は、
児童生徒の指導では同じ方向を向いていることが理想
であり、授業では理想が語られるからである。しかし、
熟達者教職員から提供していただいたケースからは、
教員の実務は必ずしもそうでない中で行われているこ
とが推察される。
もう一つの視点は、ケースに直面したとき受講者は
どのような心情であるかというもので、危機系、葛藤
系、省察系、混迷系の 4 つの心情がある。危機系とは、
「これはたいへんだ、どうすれば打開できるのか」、省
察系とは、「何かおかしい、どこがおかしいのか」、葛
藤系とは、「どちらの考えがいいのか、それぞれの考
えの是非は」、混迷系とは、「どうなっているんだ、自
分は何から手をつければいいのか」という心情である。
大学のケースメソッド授業では、受講者はケースに対
しかなりの時間をかけて考えることができる。しかし、
養護教諭用ケースの 14 ／ 45、栄養教諭用ケースの 7
／ 20 を占める危機系のケースでは、数秒以内に判断
を行わなければならないことも多い。この緊迫感の差
が、授業と実務の乖離であるといえる。
4．4．ケースメソッド授業により育成される姿勢
開発したケースは、すべて受講者を課題に対する討
議に誘導するものである。しかし、赤井（2016）では、
ケースの内容によっては、課題があるにも拘わらずこ
れに気づかない受講者がいること、課題には気づいた
がその課題に対峙しようとしない受講者がいることが
明らかになった。とくに、いじめや児童虐待、不登校
に関わるケースにおいては、課題に気づかない教員、
課題に気づいたにも拘わらず見て見ぬ振りをする教員
は、児童生徒の健全な成長を大きく阻害することにな
る。教員が課題に気づき対峙することがその実務のス
タートなのである。
従来のケースメソッド授業では、ケース提示時に、
「あなたは、どう対応しますか。」、「あなたは、どう考
えますか。」などの「問い」が提示されていることが
多かった。しかし、本研究のケースでは「問い」は提
示していない。「問い」は、受講者の学習を方向付け
るために用いられるものであるが、本研究では、敢え
てこれを省いている。そもそも、日常生活で生起する
ケースは、「課題そのものずばり」ではないし、誰か
が「あなたはどのように対応しますか。」などの問い
掛けてくれるものでもないのである。今まで、「問い」
に応えるという学習に慣れていた受講者は戸惑いを感
じるようであるが、これが日常の風景に潜む課題に鋭
敏な教員を育てることになる。
さらに受講者には、自分がケースを受けとめる当事
者としての最適解を求めさせている。「校長先生に報
告して指示を求める。」は実際には大切なときもある
が、「自分はどのような意見をもって校長先生に指示
を求めるのか。」あるいは、「自分が校長であったらど
のように指示するのか。」という当事者であるときの
最適解を求めさせる。
ケースでは、人と自分との関係や、言葉のやり取り
から生ずる微妙な感情の動きなどが課題解決に大きな
意味をもつことがある。ケースには、必ず受講者の立
場が示されているが、受講者は、これらを想定しなが
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ら自分の言動を決めることになる。児童生徒に対し
て、保護者に対して、同僚や先輩、上司に対して、ど
のように言動に留意しなければならないのかなど、受
講者は課題を解決しようとする実務家としての言動を
学ぶ。
このように、「問い」のないケース、自分が当事者
であるケースに、人間関係を加味した言動が必要な
ケースなどのケースメソッド授業を繰り返すことで、
受講者は、「日常生活の中には、気づかなければなら
ない課題がある。」「困難な課題であっても、逃げては
いけない。」「必ず解決の糸口がある。」「吟味された言
葉が課題を解決に導く。」というケースに対峙する姿
勢を学ぶのである。
しばしば、ケースメソッドで育まれる力として、「学
校での実践に応用できる。」、「対応の引き出しを増や
すことができる。」などがあげられることがある。し
かし、上述のケースに対峙する姿勢の育成は、これら
「how-to」の習得を超えたケースメソッド授業の効果
であるといえる。学校の教員にはこのような姿勢が不
可欠であり、この姿勢が教員の教師力を成長させるこ
とになると考える。
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注　　　釈
（1）一般教諭
一般教諭という職名はない。本研究では、養護教諭、
栄養教諭との区別が必要な場面で、教諭を一般教諭と表
記した。一般教諭には、主幹教諭、指導教諭、講師を含
む。その他の場面では、教諭、養護教諭、栄養教諭併せ
て教員と表記した。
（2）最適解
ケースには、正解や不正解が決められないもの、正解
があってもその実施がケースの状況に適さないものもあ
る。ケースに対応する教員は、その時の人的、時間的、
物理的制約を踏まえた判断により、実行可能な最善の策
を導かなければならないのである。本研究ではこれを、
解決に最も適する解という意味で、「最適解」という。
（3）ファシリテーター
本研究では、ケースメソッド授業の進行や振り返り担
う人をファシリテーターとよぶ。大学の授業では、大学
教員が担う。
（4）栄養職員
栄養教諭は、平成 17 年 4 月に制度化された教員の職
名である。従来、学校給食の管理運営や食の指導は栄養
職員が行っていたが、これらの実務を行う教員として、
栄養教諭が位置づけられた。
（5）一人職
養護教諭、栄養教諭は、原則として学校に 1 人しか配
置されない。学校に自分と同職の者がいない教員を、本
研究では一人職という。都道府県や市町村の教育委員会
は、この状況を補うために養護教諭や栄養教諭が集う部
会を作り、定期的に情報交換の機会を設けている。ただ、
一人職の教員が初任者の場合、熟達者教員を同校に配置
している場合もある。
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